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三 輪 伸 春

世の中に無数にある本は著者が意図したとおりに読 まれているのだろうか。

中には著者の意図とはまるでかけ離れた評価 を受けている本,読 み間違えられ

ている本,評 価 されるべ きなのに評価 されないで等閑視 されている本 もあるの

ではないか。

本稿の目的は,筆 者が読んだ範囲内で,言 語学,英 語学関係の本 を取 り上げ

て,そ の本 を再検討することにある。今回取 り上げる本は服部正巳著 『ゲルマ

ン古韻史の研究』(1962,養 徳社)で ある。

この本 を取 り上げるのは,筆 者が初めて本格的な学術書 というものに疑問を

持ったという意味で記憶に残る本だからである。というのは,お そらくだれも

がそうであるように,学 術書 を読みはじめて,論 文 を書 き始めた大学院生時代

の筆者は,い わゆる論文,あ るいは学術書 というものには威厳があり,内 容に

間違いがあるはずはないと思い込んでいたからである。

ところで,筆 者は,南 山大学の大学院時代に 「英語の不規則変化動詞(強 変

化動詞)の 母音交替(Ablaut)」 に興味を持った。例えば,動 詞sing-sang-sung,

名詞songに み られるi-a-u-oと い う母音交替 によって文法機能を変化 させる

現象は古 くインド・ヨーロッパ祖語の時代に由来する。そして印欧諸語,ゲ ル

マン語の母音交替 をテーマとした修士論文 を書いた。印欧語の母音交替がゲル

マン語の,ひ いては英語の強変化動詞(不 規則変化動詞)の 母音交替に残 され

ていることから,印 欧語の母音交替,ゲ ルマン語の母音交替,英 語の強変化動

詞の母音交替 をそれぞれ共時的に調べていた。が,横 糸となる時代 ごとの共時

的なデータだけでは論文 として首尾一貫 したテーマ,原 理(principle),つ ま

り縦糸がない。しばらく縦糸 を求めて勉強した末に決定的な示唆 を得たのがサ

ピアの 『言語(E.Sapir, La.nguage - An Introduction to the Study of Speech, 1921)』
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であり,特 に,有 名な 「drift(漂流=木 坂千秋訳,駆 流=泉 井久之助訳,変 流=

『新英文法辞典』三省堂,定 向変化,定 流=『 現代英語学辞典』成美堂)」 とい

う考 え方であった。(注1)サピアを精読 して,1.英 語→2.英 語と系統関係にあ

るゲルマン語→3.究 極的には系統関係を超えた人類言語に普遍的な現象 とし

てみた言語変化の原因,と いう段階を踏んだサピアの論証に感銘 を受けてサピ

アの考え方 を取 り入れて南山での修士論文 を完成 させた。その後,筆 者の興味

は,印 欧 ・ゲルマンの母音交替から英語の 「大母音推移(Great Vowel Shift)」

の通時的研究へ と移った。服部正巳著 『ゲルマン古韻史の研究』が単行本 とし

てはおそらく日本では唯一印欧 ・ゲルマン比較言語学の 「母音史 ・子音史」 を

テーマとする貴重な参考文献だったので精読に努めた。「単行本としては日本

では唯一」 という意味は,印 欧 ・ゲルマン比較言語学で音韻論は中心テーマで

あるから音韻論(母 音論 ・子音論 ・母音交替)は どの文献にも取 り上げられて

いる,と いうより印欧比較言語学の本はそのほとんどが音韻論 と形態論のみを

扱っている。意味論 とシンタックスは扱っていないのが普通である。なかでも

純粋に印欧語 ・ゲルマン語の母音 ・子音の変化だけを論 じているのはこの本だ

けであろう。しかし,服 部の本に大 きな疑問を持った。

なぜ服部正巳の 『ゲルマン古韻史の研究』 を取 り上げたかをもう少 し詳 しく

述べておく必要がある。筆者は南山大学の修士課程で 「英語の不規則変化動詞

(強変化動詞)に 見 られる母音交替か らさかのぼって印欧 ・ゲルマン諸語にみ

られる母音交替」 をテーマとしながら印欧祖語における母音交替 という現象そ

のものが古 くイン ド・ヨーロッパ祖語(以 下,印 欧祖語)に までさかのぼり,

時代 をさかのぼるほどに整然たる組織 を保っていたことに興味 を持ち,印 欧祖

語一ゲルマン祖語一古英語一中英語一近代英語 と時代 ごとの母音交替の状況 を

勉強した。日本でも高津春繁の 『比較言語学』(昭 和17年,河 出書房。改定版,

昭和25年,岩 波全書),特 に 『印欧比較言語学』(昭和29年,岩 波全書)に は巨

細にわたって印欧語の音韻が論 じられているが音韻論はあくまでも印欧比較言

語学の全容 を記述 した書物の一部分である。岩波全書 という比較的小 さい形態

にこれだけの内容 を盛 り込んだ著者の力量に深い感銘 を受けた。ソシュール

-16-



三 輪 伸 春

(F.de Saussure)が 提 起 し,現 在 で も依然 として印欧比較言語学 にお ける難 問

の ひとつ であ るLaryngales(Schwa consonaticum「 無 声 の喉音h」)に つい て も

簡に して要 を得 た記述 がな されている。ちなみに,サ ンス クリッ ト,ギ リシア

語,ゲ ルマ ン諸語 をは じめ とする印欧諸語 に関する高津春繁の並外 れた語学力,

博 覧 強記 さに恐 れ をな した筆者 は印欧 ・ゲルマ ン比較言語学 か ら撤退 した。実

は,印 欧 ・ゲルマ ン比較言語学 か ら撤退 の理 由はほかに もある。東大 における

高津春繁 のふた りの高弟 の講義 を受 ける機会 があった。 まず,南 山大学在学 中

に名古屋大学言語学科 のゲルマ ン語 の演習(丹 羽義信先生担 当)を もぐりで受

け,名 大 の修士課程 入学後 に まだ助教授 であった風 間喜代 三先生 の印欧比較言

語 学の演習 を受 けた。当時 はまだ言語(学)ブ ームのは し りの頃で言語学 の学

生数 は少 な く,学 部生 か ら修士課程,博 士課程 までの学生7人 ほ どが一教室 に

会 して風 間先生 に よるメイエのintroduction a l'etude comparative des langues indo

-europeennes(1937 8)を使 った演習 を受 けて いた。 「風 間先生 の家 は三味線 の家

元 で先生 自身 も名取 とかで言語学 は趣 味だそ うだ。」 とい う言語の学生 の言葉

には,印 欧 ・ゲルマ ン比較言語学 だけで も手 に負 えなかった筆者 には二 の句 が

継 げ なか っ た。 また,ラ ドー(Lado)の 印 欧 比 較言 語 学 の 入 門書,Teach

Yourselfシ リ ーズ中の1冊 を用 いての演習 中に,筆 者 に 「この文章 はど うい う

意 味ですか?英 語 は どうもわか りに くい。」 と質問 された。英語 は屈折活用 が

単純化 していて主語 と目的語 の区別,副 詞 ・形容詞 のかか り具合 がはっ きりし

ない とい うことであった と思 うが,英 語 だけで もあや しい筆者 には衝撃 だった。

また,当 時金沢大学 にお られた松本克 己先生 が集 中講義 にみえてメイエの 『歴

史言 語学 にお け る比 較 の方 法(A.Meillet, Methode comparative en linguistique

historique,1925)』 を用い て印欧比較言語学 の講義 を されたが,先 生 はす でに例

の古代 日本語 の母音論 の研 究 を進 めてお られた。 そ して 「(服部四郎の音声学

は面 白 くな くて)出 なか った。」 とい われた(と 記憶 している)が その松本先

生 が通時音韻論 に精 通 され てい たのには納得す る ところがあ った。 「学術 的に

正確 な辞書,テ キス ト,文 法書,注 釈書が ないので古代 日本語の研究 は難 しい。

その点,古 典 ギ リシ ャ語 のホーマーな どは辞書,テ キス ト,文 法書,注 釈書 が
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完璧に揃っているので研究 しやすい。」 とおっしゃったのには驚嘆 して印欧 ・

ゲルマン比較言語学から完全に撤退 した。が,こ の時期の勉強は現在でも英語

の語源の勉強に生 きている。

松本先生の古代ギリシア語にみられる大規模な母音推移の研究(「 イオニア ・

アッティカ方言の母音体系について－通時音韻論的研究－」,金 沢大学,1966)

に大 きな影響 を受けた。その堅実な方法,独 創的な発想,視 野の広 さには目を

見張る思いであった。松本先生はマルティネ(A.Martinet)の 言語学の手法 を

批判的に取 り入れ,古 代 フランス語,ス ペイン語,英 語に似たような大規模な

母音推移があることを指摘 した上で古代ギリシア語の母音の大推移 を論 じてお

られた。それが先生の 「イオニア ・アッティカ方言の母音体系の研究」である

ことを知っていたので先生の集中講義 を受けたのである。そこには英語の大母

音推移が古代イオニア ・アッティカ方言や他の諸言語の大規模な母音推移 とと

もに類似の現象 として論 じられており,大 母音推移の縦糸 としてきわめて有益

な示唆であった。実は,サ ピアは ドイツ語にみられる類似の大規模な母音推移

と関連づけて論 じているが(サ ピア 『言語』第7章,8章),英 語学の範囲内で

は,大 母音推移は英語だけの現象 とみなされる傾向があ り,イ エスペルセン

(0.Jespersen),ワ イル ド(H.C.Wyld),ド ブソン(E.J.Dobson),ケ カリッ

ツ(H.Kokeritz)な どによる大母音推研究には ドイツ語への言及はなかった。

先生の方法論は後の筆者の勉強に大 きな影響 を与えたが,風 間,松 本両先生か

ら多大な影響 を受けながら結局 自分の小 ささ,非 力 さを思い知 らされた筆者は

印欧ゲルマン比較言語学から撤退 した(紙 数が限られているために極力簡潔に

記 したので十分に意 を尽 くしていない。筆者の大母音推移研究については拙著

『英語史への試み』,1988,こ びあん書房参照)。

サピアのdriftに松本先生の 「アッティカ方言の母音体系の研究」 を加味す

れば筆者の英語の大母音推移研究 をより広い視点から考察 し,よ り説得力のあ

るものにすることができる,筆 者はそう考えた。

サピアの駆流には英語のいわゆる 「大母音推移(Great Vowel Shift)」が大 き

な比重 を占めて取 り上げられている。サピアは ドイツ語にも英語の大母音推移
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と酷似 した大規模 な母 音推移が あ るこ とを詳細 に述べ てdriftの 重 要 な要素 と

して取 り込 んで いるか らであ る。(2)14世 紀,15世 紀 か ら17世 紀 にか けて の

「大母音推移」 とい う現象 は多 くの英語史の研究者 によ り研究が なされてい る。

が,大 抵 は,個 々の長母音,二 重母音の変化の過程 を克 明にたどってはいて も,

大 母音推移全体 に一貫 する原理原則 を論 じた研究 がない ように思 われた。せ い

ぜ い どの母音 か ら始 まったのか,低 母音[a:]に 始 まった押 し上 げが先か,あ る

いは高母音[i:],[u:]の 二 重 母音化 に始 まった引 き上 げが先か とい うこ とが論

題 にされてい るだ けの ようであ った(Chomsky・Halleの 研 究 は変化 過程の定

式化 であ って,筆 者の求め る ものではない)(3)。 そ こへ た また ま仲間 と始 めた

読 書会で読 んだサ ピアの 『言語－ こ とばの研 究－(Language-An Introduction

to the Study of Speech, 1921)』(泉 井久之助訳)で 論 じられてい るサ ピアの 「駆

流(drift)」 に 出会った。

driftと い う考 え方 はま さに天 か らの啓示 である ように思 えた。 この時に読 ん

だサ ピアか ら受 けた影響 は大 きく,サ ピア を読 む こと自体 が さらなる問題 を抱

くことにな り生 涯サ ピア と付 き合 うことになった。後 に,松 本先生 の研究 を通

じてマルテ ィネ(Andre Martinet)のEconomie des changements phonetique(1955)

が大 母音推移 の原 因について詳 しく論 じている ことを知 る ことになるが,英 語

圏で出版 された本,著 書 でマルテ ィネに言 及 した ものはなかった。なお,英 語

学 ライ ブ ラ リー に はマ ル テ ィネ の 『機 能,構 造,音 韻 変 化("Function,

Structure, and Sound Change"(1932)』(研 究社,1958)が あ り,マ ルテ ィネの通

時音韻論 がわか りやす く要約 されている。

大母音推移 に関 して論 じている ときりがないので本題 に入る。

大母音推移 とサ ピアに関する問題 の一つが本稿 で述べ る服部正 巳の 『ゲルマ

ン古韻 史の研究』 である。 この本 は,

第1編

総論,

序 論,第1章 子音 史 と母音 史
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第2章 無条件転化 と条件転化

第3章urgerm.とgemeingerm.

第2編

本論

第1章 idg.の 母 音体系

第2章 urgerm.に お ける母音転化 の走行

I短 母音 の動 向

II長 母音 の動 向

第3章 germ.の 母 音体系

第4章 母 音推移 の起 因

第5章 母 音推移 の余波

結語

註

あ とが き

とい う構成 になっている。印欧諸言語 の さまざまな語形,再 建形 がびっ しり

と詰め込 まれたA5判 全373頁 にわた る大部 な書物 であ る。 が,こ の本 を読 み

進 むにつれて筆者 は奇妙 な ことに気づ いた。 この本 は伝統 に従 って,印 欧語 か

らゲルマ ン語 にかけての諸言語 か ら子音 史母音 史に関する膨大 な証拠 を,グ リ

ムの法則,ヴ ェルナーの法則 を中心 に印欧諸語 か ら収集 して横糸 としている。

あげ られた語例 は確 かに豊富 であ り説得力 がある ように思 われる。そ して,縦

糸 として,ゲ ルマ ン語 の母音推移 には一定 の方 向性 がある とい う主張 が従来 に

はない点で あ り,「 ゲルマ ン語の母音推移 には一定の方 向性 があ るとい う主張

を最初 に打 ち出 したの はプ ロコ ッシュ(E.Prokosch, A Compative Germanic

Grammar, 1939)で あ る」 として服部 はい う。

(1)(...)そ れ では,germ.の 母 音体系 には如何 なる特定 の走行が認 め られ

るであろ うか。母音体系 の通 時的変動 に対 してなん ら特性論 的考察 を
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行 ない得 なか った在来の母音史は母音転化のか ような特定の走行 をまっ

た く看過 していたのであ るが,germ.の 母 音転化 に特 定の走行が存す

る こ とを初め て認識 し,こ れ を方式 化 しよう と試 み たのはProkosch

で あ った。 もとよ り,Prokoschは こ の場合単 に一つ の綜体 的 な把握

を提示 したに とどまり,個 別 的な点 ではなお修正せ らるべ き幾多 の問

題 を残 しているがそれに して もこの基本 的な認識 その ものはゲルマ ン

古韻 史における重大 な発見 であ り,凡 そ母音 史の特性論 的研究 を可 能

な らしめた点 において没すべか らざる功績 を担 う もので ある。(...)か

よ うに非 ゲルマ ン諸語 は動 もすれば短母音 と長母音 との対象 を縮減す

るか或 は これ を除去 しようとしているが,こ れに対 し早期 のゲルマ ン

諸語 は この対照 を保持 するのみな らず,ま た事実上 これ を強調 してい

る と説 かれるのである。(...)

(服 部 正巳,『 ゲルマ ン古韻史 の研究』,pp.264-5)

Prokoschはgerm.の 母 音転化 の走行 を次 の図式 によって表示す る(Prokosch,p.

98,月 艮音B,p.265)○

Long Vowels Short Vowels

そ して,服 部 は,

(2)こ れ らの図式か ら見 れば,germ.に お いて は長母音 と短母音が全 く正

反対 の方 向に進 んでいる とい うことになるが,こ れは特性論 的には極
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めて重大 な基本 的事実 を成す もので ある。Prokoschは この場合,長

母 音 は 時計 の 方 向 に(clockwise),短 母 音 は 時計 と反対 の方 向 に

(counter-clockwise)動 く とい う表 現 を用 いている。尤 も,Prokoschは

これ を 「事 実の単 なる機械 的な記述」 【Prokosch, pp.34,98,99- 三 輪

補注 】 と断っているが,彼 が ここで結果 的には母音 史の特性論 的な考

察 を行 なっている ことは否定せ られ得 ないのである。

(服部, p.266)

服 部 の書物 の中で,筆 者 がその昔南 山大学 で修士論文 を書 いていた時に もっ

とも不 思議 に思 えたのがサ ピアの扱 いであ る。服部 は,Prokoschの 主 張す る,

ゲ ルマ ン語 の短母音,長 母音 にはゲルマ ン語 に共通 の特有 の変化 がある ことを

「初 めて認識 し,こ れ を方式化 しよう と試 み たのはProkoschで あ った。」 とい

う(引 用(1))。 しか し,そ のProkoschは ゲ ルマ ン諸語 にみ られ る共通 の変化 に

ついて次 の ように述べ ている。

(3) They had become a distinct linguistic unit among the Indo-European 

languages through a number of far-reaching changes in sounds and forms. 

Virtually all of these changes exhibit a significantly homogeneous character; 

 they follow the same  'drift'  (cf. Sapir, Language, 160ff.), revealing uniform 

characteristics of the several Germanic languages. The following is not a hy-

pothesis, but a mere statement of facts, for which no explanation is attempted at 

present; Every Germanic language followed the general, more or less uniform, 

trend of development as long as it was in close contact with the main body of the 

nation.

(Prokosch, A Comparative Germanic Grammar, p.34, 下線三輪)

問 題 は,引 用(3)の 文 中 でProkosch自 身 が,ゲ ル マ ン 語 に は 特 有 の 母 音 推 移

が あ る こ とサ ピ ア の"`drift'(cf. Sapir, Language, 160ff."に 示 唆 を 受 け て い る と
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明記 してい ることで ある。 しか も,そ の34頁 に は`drift'と い う語が5回 用 い ら

れて いるので ある。OED2に も記 してあ るよ うに(OED 2,s.v.drift,3b)`drift'

とい う用語 は,少 な くとも言語学 では,Sapir,Languageの 第7章,8章 に用 い

られ,サ ピアの独創 になる用語 であ り,サ ピア(1921)が 初 出である。サ ピァ

の 第7章(pp.157-82)の タ イ トル はLANGUAGE AS A HISTORICAL

PRODUCT:DRIFT(下 線,三 輪)で あ り,第8章 で は,英 語 と ドイツ語 の大規

模 な母音推移が 同 じゲルマ ン語 に属 する英語 と ドイツ語 に共通す る現 象(ゲ ル

マ ン語 のdrift)と し て 論 じられ て い る 。 引 用 文(3)の 記 述 か ら,そ して

Prokoschが サ ピアの`drift'と い う用 語 を34頁 で5回 も用 いてい る ことか ら,

Prokoschが1939年 にA Comparative Germanic Grammarを 出版 した と きにはサ

ピアの影響 を受 けてい ることは明 らかであ る。 ところが,服 部 は引用(1)に 示

した ようにゲルマ ン語 に共通 にみ られる母音 の特定方 向へ の変化 を最初 に見出

したのはProkoschで あ る,と 断言 してい る(「 母音体系の通時的変動 に対 して

なん ら特性論 的考察 を行 ない得 なかった在来 の母音 史は母音転化 のか ような特

定 の走行 をまった く看過 していたのであ るが,germ.の 母 音転 化 に特定 の走行

が存 す るこ とを初め て認 識 し,こ れ を方式化 しよう と試 み たのはProkoschで

あ った」)。その上,服 部 の11頁 約240点 に 及ぶ雑 誌論文,単 行 本か らなる参考

文 献 に はE.Sapir, Selected Writings(1951)は あ げ て あ るが`drift'を 論 じた

E.Sapir,Language(1921)が 掲 載 され ていない。服部 の本文 中 にはゲ ルマ ン語

に特有 な母音の一定方向へ の変化 を意味す る用語 として,「 走行」(p.264他),

「趨 向」(p.266他),「 転化 走行」(p.268他),「 転 化方向」(p.269他),「 偏 向」(p.

277他)な どの用語 がみ られ るが,注 意すべ きは 「駆流」(pp.277,297)と い う

用語 が見 られる ことである。(4)

服 部 が用 いている 「駆流」 とい う用語 は1957年 の泉井久之助 のサ ピアの訳書

に初 めて用 い られ,し か も泉井久之助 に特有 の訳語 である。 日本 における初 め

てのサ ピアの訳書 である木坂千秋訳 『言語』(1943年)で は 「漂流」 であ り,木

坂訳 の改定版 である泉井訳 は服部 の著書 の5年 前 に出版 されている。つ まり,

服 部 はサ ピアの原書 も訳書 も眼 を通 したはずに もかかわ らず無視 している。言
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語学界 では知 らぬ者 のないサ ピア を服部 はなぜ無視 したのか。 日本 で もす でに

戦前 に木坂訳 が出版 され,泉 井 の訳書 も服部 の5年 前 に出版 されていたの を知

らないはずはない。

証拠 として挙 げ られた語例 をいちいち検討 する紙数 はないが,服 部 の主張 は

かな り恣意 的に 自説 に都合 のいい例 を強調 する傾 向がみ られる。例 えば,英 語

の大母音推移 の変化 の方向 についてイエスペルセ ン(Otto Jespersen)は もっ と

も高母音 である[i],[u]の 二 重 母音化が他 の長 母音全体 を引 き上げ る発端 と

な った と主張す るのに反 し,ル イ ック(K.Luick)は/o:/が/u:/を 押 し

上 げ たのが先であ る とい う。服 部 は,/o:/〉/u:/の 変 化 が ゲルマ ン語 の特

性 的変化 であ るい う理 由でLuickの,/o:/が/u:/を 押 し上 げたのが先 であ

る とい う見 解 を支持 す る(pp.291-2)。 そ して,音 韻変化 の原 因 として客観 的

に普遍 的 な原 理 と考 え られ るイエス ペ ルセ ンの 「等距離 的変 異(equidistant

change)」,「 集点的変異(convergent change)」,マ ル テ ィネの 「体系 内母音 の

等 間隔(equiditance entre les phoneme d'un meme systeme)を 目指す傾 向」 には

言 及 す る に とどめて い る(pp.260-1)。 中 英語 か ら初期 近代 英 語 にか けて の

/o:/〉/u:/の 変 化 は大母音推移 の一環であ るか らあ くまで も大母音推移 とい

う一連 の現象全体 の中で位置づ けて考察 すべ きではないか。ゲルマ ン祖語 時代

の母音 の変化傾 向の うちの一部であ る/o:/か ら/u:/へ の 変化 と大母音推移

の一部であ る/o:/か ら/u:/へ の 変化のみ を取 り出 して共通の原理 に もとつ

く変化 である とみなすのはい ささか無理 があるのではないか。

結局,服 部正 巳は先行研究 を謙 虚に読 み きっていないのではないか とい う疑

念 はい まだに消 えていない。

注

(1)Driftの 訳 語 は種 々あ るが,筆 者 は,driftと い う語 は動 詞drive「 追 いつ

める,駆(か)り 立 てる」 の名詞形 なので 「海上 の波 はその 日その場 の風

の向 きに より四方八方 さまざまな方 向に向かっている ように見 えるが,

海 中深 くには黒潮が あって海の水 は黒潮(drift)の 大 きな力 に よって方

向付 けされている」 ことか ら「諸言語 の変化の方 向は表 面上 は とりとめ
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もな くさまざまに見 えるが,実 は,個 々の言語 の変化 か ら,系 統 関係 に

ある諸言語,さ らには人類 の言語 を普遍的 な一定 方向 に変化 させ る力」

と考 えて 「駆流=言 語 を一定方 向に駆 り立 てる流 れ」 とい う訳語 が最 も

適切 と考 える。

(2)こ の ことはサ ピアの第8章 で詳細 に論 じられてい るが,筆 者の知 る限 り,

サ ピアのdriftと大 母音推移 とを関連 させて論 じた研 究 はない。

(3)ち な み に,Chomsky-HalleのThe Soand Pattern of English(1968)の 書 名

はSapirの"Sound Patterns in Language"(1925)に も とづ く。

(4)石 橋 幸太郎編 『現代英語学辞典』(成 美堂,1973年)の 本文 中で は,「 定

向変化 」,巻 末の名著解題 では 「定流」 と訳 され てお り,服 部 と同 じ訳

語 は ない。 しか も服部の 『ゲルマ ン古韻史 の研究 』(1962年)よ り遅 れ

ての出版 である。
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